
与信管理編４：「大手資本がバックについている」というが本当？  

 

 
《審査マンの悩み》 

初めての相手先から大口の注文依頼。 営業担当者は大手企業がバックについてるので安心だというが、

バックといっても出資があるのか、単なる代理店なのか良く分からない。 

⇒TDB 調査報告書を使って相手企業の資本背景や特色を見てみましょう。  

 

 

 
ステップ１：株主に外部企業があるか確認する。 

 

 
 
 
 
ステップ２：出向役員がいないか探す。 

【登記・役員・大株主】役員欄 

【登記・役員・大株主】大株主欄 

上位10名の株主名および所有株数ま

たは持株比率が記載されています。 

 

○活用ポイント「影響力を持つ企業を探

す」 

取引先の大手企業や金融機関から出

資がある場合、相応の関係があるものと

予想されます。 

【役員欄】も組合わせて出向者がいな

いかを確認しましょう。 

【登記・役員・大株主】 大株主欄 
 

 

 
 
 
 

【登記・役員・大株主】 役員欄 
登記されている役員（企業によっては

執行役員や理事など）の氏名・役名・担

当業務・代表との関係などが記載されて

います。 

 

○活用ポイント「出向役員を探す」 

出向役員の場合、出向元の企業名

が備考欄に記載されます。 

企業により出向理由はさまざまです

が、総じて経営をコントロールするのが

目的とみてよいでしょう。いざという時の

バックアップも期待できる場合がありま

す。 



ステップ３：出資企業との関係度合いを見る 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

相手企業の大株主と役員の派遣状況を同時に確認することで、出資企業との関係度合いを判断することができま

す。一方で、出資はあっても営業上の関係は希薄となっているケースもあり、バックアップが期待できない場合もあり

ます。したがって、相手企業を単一で審査し、その存続性を判断するのはいうまでもありません。 

また、出資企業からの出資比率が高ければ、その動向に大きな影響を受けることになるため、出資企業の経営状

態についても TDB 調査報告書で確認しておく必要があります。 

（なお、ここで用いた報告書サンプルについて実在する会社・個人とは一切関係ありません） 

【現況と見通し】 会社の特色欄 【現況と見通し】 会社の特色欄 

出資企業の関係のほか、特定の代理

店や製品など営業上の特色が確認でき

ます。 

あわせて業界内の地位・規模・商圏・

経営姿勢などが記載されています。 

 

○活用ポイント「営業面の強みをとらえ

る」 

 メーカーの代理店で且つ出資を受けて

いるのであれば、仕入面で相応の仕切り

条件が確保されていることが多いといえる

でしょう。 


